


　

　

４月11日　新会員歓迎夜の例会　18：30点鐘

４月18日　木村会員卓話

４月25日　定款第７条第１節に基づく休会

５月２日　定款第７条第１節に基づく休会

５月９日　新・旧クラブ協議会

５月16日　福井ＲＣ来訪例会

５月23日　定款第７条第１節に基づく休会

５月30日　新年度クラブ協議会

６月６日　通常例会

６月13日　定款第７条第１節に基づく休会

６月20日　通常例会

６月27日　さよなら夜の例会　18：30点鐘

　

　

●武石　誠二会員（２口）

　今度当社のリフレッシュコーナーに福利厚生の一

環として漫画文庫を設置しようと考えています。

　つきましては、現在読みたい漫画について社員全

員にアンケート調査をするとともに、漫画本の寄贈

をお願いしているところです。

　そのような中、先日ローターアクトとの懇談会で

三又会員の自宅にもたくさんの本があるとお聞きし、

厚かましくお願いしたところ、150冊もの本を今回

提供して頂きました。

　三又会員への感謝を込めて２口申請します。

●石井　雄三会員（２口）

　３年間お世話になりありがとうございました。コ

ロナ禍でしたが、大分の良いところを満喫いたしま

した。

　４月からは大阪本社へ赴任いたします。

　大分ロータリークラブそして皆様のご健勝をお祈

り申しあげます。

●飯田　恭久会員（２口）

　私の父親も長らくお世話になった、伝統ある大分

ＲＣに在籍できた事を大変嬉しく思います。大分在

任中の皆様のご厚情に感謝申し上げると共に、大分

ＲＣの益々のご発展を祈念いたします。本当にあり

がとうございました。　

　

　

■４月14日～16日　地区大会

　14日　ＲＩ会長代理歓迎晩餐会　ホテル日航熊本

　15日　本　会　議　人吉スポーツパレス

　　　　希望交流会  人吉温泉清流山水花あゆの里

　　　　　　　　　　ホテルサン人吉

　16日　ゴルフコンペ　　　球磨カントリー倶楽部

　　　　エクスカーション　人吉近郊

　杉原会長、馬場副会長、山本幹事

　

　

１．ロータリー活動におけるマスク着用について

　　３月13日から、ＲＩ第2720地区においても、マ

スク着用に関して厚生労働省の方針を参考にし

て対応していくことが推奨されます。

　　大分ロータリークラブでも第14回理事会にてア

クリル板の廃止、消毒や体温計測は実施せず、

例会中のマスク着用についても個人判断とする

ことが承認されました。また、メーキャップに

ついても本日、３月14日から例会欠席の場合

は細則に従って例会の前後14日以内に行ってい

ただきますようお願いします。

２．大分城西ロータリークラブより「おおいたアニ

マルミーティング」開催のご案内

　　2023年４月９日にペットマナーや動物愛護・

アニマルウェアフェアなど、身近な動物を取り

巻く現在の問題点を啓蒙するための活動が開催

されます。（パンフレット配布）

３．くにさきロータリークラブ創立40周年記念式典

のご案内

　　日時：2023年６月４日

　　　　　式　　典　13：00～14：30

　　　　　記念講演　14：45～15：45

　　会場：ホテルベイグランド国東

　

　

大分東ＲＣ　菅雅幸会長、安藤暢啓幹事よりお礼の

ご挨拶をいただきました

　

　

●家族旅行のご案内

　　　　　　　クラブ管理運営委員会　小野委員長

　日時　2023年５月14日

　行先　西日本工業倶楽部（旧松本邸）ほか

　※詳細はご案内文書をご覧ください。

　

　

飯田恭久会員、石井雄三会員より退会挨拶をいただ

きました

　

　

“コロナ禍を経たインバウンド観光の再開と大分県

　での高付加価値旅行の取り組み”

　　　　　日本政府観光局　理事　遠藤　克己　氏

１．日本政府観光局（ＪＮＴＯ）とは？

　○1964年に、訪日外国人旅行者の来訪促進のため

に政府により設置された独立行政法人。本部は

東京、世界25都市に事務所を構える。

　○インバウンドマーケティングの調査・戦略策定、

全世界に対する情報発信、旅行会社・航空会社

による訪日商品造成支援、MICE誘致、自治

体・DMO等のインバウンド業務支援・コンサ

ルティングを実施。

２．インバウンド観光の重要性

　　―人口減少・少子高齢化社会の到来

　　　・今後、人口減少が進み、2052年には１億人

程度となる見通し。

　　　・これにより、2050年までに、国内の消費額

が30兆円以上消滅する見込み。

　　　　（１人当たりの年間消費額の平均を130万

円と仮定した場合）

　　―観光産業のインパクト

　　　・世界全体のGDP総額の10％（直接・間

接・誘発的影響を含む）

　　　・10人に１人を雇用

　　　・世界総輸出の７％　1.4兆米ドル

（出典：世界旅行ツーリズム協議会（WTTC)、UNWTO)

　　　・2019年の観光分野の旅行消費額は、27.9兆

円（2020年は11兆円）

　　　・観光は裾野が広い分野。生産波及効果は

55.8兆円、国内総生産の約５％を占める。

　　―訪日外国人観光客による経済効果(2019年)

　　　定住人口1人当たりの消費額

　　　＝国内旅行者（宿泊）　23人分

　　　　　１人１回あたり旅行支出　 55,054円

　　　＝国内旅行者（日帰り）75人分

　　　　　１人１回あたり旅行支出　 17,334円

　　　＝訪日外国人観光客８人分

　　　　　１人１回あたり旅行支出　158,531円

　　　　　（出典：観光庁「観光を取り巻く現状及び課題等について」

　　　　　　　　　令和３年11月25日）

３．インバウンドにおけるこれまでの経緯と最近の

動向

　　―訪日外国人旅行者数の推移

　　　・2003年にVisit Japanを開始し、2019年に

　　　　は過去最高となる3,188万人を記録。

　　　・新型コロナウイルスの感染拡大により2020

　　　　年には412万人、2021年には25万人までに

減少。

　　　・2022年10月に訪日観光が本格再開し、2022

年は12月に1,370,000人が入国するなど、

１～12月で約383万人まで増加。

４．インバウンド観光の可能性と課題

　　―主要国における日本の「観光地」としての人気

　　　旅行・観光競争力ランキングで日本が初めて

首位に

　　　・世界経済フォーラム（WEF）の2021年の

旅行・観光競争力ランキングで日本が初め

て首位

　　　・評価点：ホテルなど観光客向けインフラや

観光資源の豊富さ

　　　　　１位　日本　　　２位　アメリカ

　　　　　３位　スペイン　４位　フランス

　　　　　５位　ドイツ

　　　　　　 （出典：World Economic Forum Travel ＆ Tourism 

　　　　　　　　　  　Development Index 2021）

　　―2023年訪れるべき観光地に選出された地域

　　　「そこでしかできない特別な体験」のある地

域が選出

　　　〇Travel＋Leisure 2023年訪れるべき観光地

　　　　50に京都が選出

　　　　・「コロナ後、祇園祭や京都五山送り火な

どの伝統的なお祭り・イベントなどが再

開」

　　　　・「町屋を改装した旅館、国際的なホテル

グループによる複数のラグジュアリーホ

テルが、京都中心部に新規開業」

　　　〇Conde NAST Traveler 2023年訪れるべき

　観光地23に西日本が選出

　　　　・「仏のラグジュアリークルーズ会社によ

る探検クルーズや、禅をテーマにした

ウェルネスリゾートが新規開業（瀬戸

内)」

　　　　・「世界的な建築家・芸術家による美術館

や、プライベート温泉付きのアートハウ

スの開業（九州)」

　　　〇Lonely Planet 2023年訪れるべき観光地

　　　　（食部門）に福岡が選出

　　　　・「屋台や世界的に有名な博多ラーメン、

もつ鍋、焼酎などの多様な食の魅力」

　　　　・「グルメだけでなく、天神地下街など

ショッピングなども楽しむことができ

る」

　　 〇New York Times 2023年訪れるべき観光地

　　　　52に盛岡・福岡が選出

　　　　・盛岡「見過ごされがちだが、大正時代の

建築物や近代的なホテル、歴史のある旅

館、城跡にある公園なども魅力」

　　　　・福岡「中洲を中心にラーメン、焼き鳥だ

けでなくワイン、コーヒーなど多様な屋

台を楽しむことができる」

　　―インバウンドにおける課題

　　　①都市部と地方部の誘致の差

　　　②訪日旅行消費額の伸び悩み

　　　③環境に優しい観光の実現

　　　④多言語対応

５．コロナ後のインバウンド観光

　①サステナブル・ツーリズム

　　サステナブル・ツーリズムの定義（UNWTO)

　　訪問客、産業、環境、受け入れ地域の需要に適

合しつつ、現在と未来の「環境」「社会文化」

「経済」への影響に十分配慮した観光

　②アドベンチャートラベル

　　「アクティビティ」「自然」「文化体験」のう

ち、最低２つを含む旅行

　③高付加価値旅行

　　１回の旅行で1人100万円以上の着地消費をする

層をターゲットに設定

　　高品質なサービスをベースとしつつ、個別対応

（プライベート)、特別感（エクスクルーシ

ブ）という言葉がキーワードとなっている。

　　富裕層が一般層に比べ顕著に高いのはスポーツ

（アウトドア)、異文化体験、ウェルネスの追

求。

６．別府観光案内所の取り組み

　　・案内所内配布マップの充実（スタッフ作成）

　　・案内所スタッフの多言語化―英語の他、韓国

語、中国語に対応できるスタッフも配置

　　・案内所スタッフ向け大分県の魅力発見研修

　　・コロナ禍の２年間で、大分県内14箇所の市町

村での実地研修を実施。研修後、スタッフに

よるおすすめ情報マップを制作。

　

　

ＲＩ第2790地区　八千代中央ロータリークラブ　幹

事　田代充様がビジター出席され記念のバナー交換

をしました。
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１～12月で約383万人まで増加。

４．インバウンド観光の可能性と課題

　　―主要国における日本の「観光地」としての人気

　　　旅行・観光競争力ランキングで日本が初めて

首位に

　　　・世界経済フォーラム（WEF）の2021年の

旅行・観光競争力ランキングで日本が初め

て首位

　　　・評価点：ホテルなど観光客向けインフラや

観光資源の豊富さ

　　　　　１位　日本　　　２位　アメリカ

　　　　　３位　スペイン　４位　フランス

　　　　　５位　ドイツ

　　　　　　 （出典：World Economic Forum Travel ＆ Tourism 

　　　　　　　　　  　Development Index 2021）

　　―2023年訪れるべき観光地に選出された地域

　　　「そこでしかできない特別な体験」のある地

域が選出

　　　〇Travel＋Leisure 2023年訪れるべき観光地

　　　　50に京都が選出

　　　　・「コロナ後、祇園祭や京都五山送り火な

どの伝統的なお祭り・イベントなどが再

開」

　　　　・「町屋を改装した旅館、国際的なホテル

グループによる複数のラグジュアリーホ

テルが、京都中心部に新規開業」

　　　〇Conde NAST Traveler 2023年訪れるべき

　観光地23に西日本が選出

　　　　・「仏のラグジュアリークルーズ会社によ

る探検クルーズや、禅をテーマにした

ウェルネスリゾートが新規開業（瀬戸

内)」

　　　　・「世界的な建築家・芸術家による美術館

や、プライベート温泉付きのアートハウ

スの開業（九州)」

　　　〇Lonely Planet 2023年訪れるべき観光地

　　　　（食部門）に福岡が選出

　　　　・「屋台や世界的に有名な博多ラーメン、

もつ鍋、焼酎などの多様な食の魅力」

　　　　・「グルメだけでなく、天神地下街など

ショッピングなども楽しむことができ

る」

　　 〇New York Times 2023年訪れるべき観光地

　　　　52に盛岡・福岡が選出

　　　　・盛岡「見過ごされがちだが、大正時代の

建築物や近代的なホテル、歴史のある旅

館、城跡にある公園なども魅力」

　　　　・福岡「中洲を中心にラーメン、焼き鳥だ

けでなくワイン、コーヒーなど多様な屋

台を楽しむことができる」

　　―インバウンドにおける課題

　　　①都市部と地方部の誘致の差

　　　②訪日旅行消費額の伸び悩み

　　　③環境に優しい観光の実現

　　　④多言語対応

５．コロナ後のインバウンド観光

　①サステナブル・ツーリズム

　　サステナブル・ツーリズムの定義（UNWTO)

　　訪問客、産業、環境、受け入れ地域の需要に適

合しつつ、現在と未来の「環境」「社会文化」

「経済」への影響に十分配慮した観光

　②アドベンチャートラベル

　　「アクティビティ」「自然」「文化体験」のう

ち、最低２つを含む旅行

　③高付加価値旅行

　　１回の旅行で1人100万円以上の着地消費をする

層をターゲットに設定

　　高品質なサービスをベースとしつつ、個別対応

（プライベート)、特別感（エクスクルーシ

ブ）という言葉がキーワードとなっている。

　　富裕層が一般層に比べ顕著に高いのはスポーツ

（アウトドア)、異文化体験、ウェルネスの追

求。

６．別府観光案内所の取り組み

　　・案内所内配布マップの充実（スタッフ作成）

　　・案内所スタッフの多言語化―英語の他、韓国

語、中国語に対応できるスタッフも配置

　　・案内所スタッフ向け大分県の魅力発見研修

　　・コロナ禍の２年間で、大分県内14箇所の市町

村での実地研修を実施。研修後、スタッフに

よるおすすめ情報マップを制作。

　

　

ＲＩ第2790地区　八千代中央ロータリークラブ　幹

事　田代充様がビジター出席され記念のバナー交換

をしました。
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４月11日　新会員歓迎夜の例会　18：30点鐘

４月18日　木村会員卓話

４月25日　定款第７条第１節に基づく休会

５月２日　定款第７条第１節に基づく休会

５月９日　新・旧クラブ協議会

５月16日　福井ＲＣ来訪例会

５月23日　定款第７条第１節に基づく休会

５月30日　新年度クラブ協議会

６月６日　通常例会

６月13日　定款第７条第１節に基づく休会

６月20日　通常例会

６月27日　さよなら夜の例会　18：30点鐘

　

　

●武石　誠二会員（２口）

　今度当社のリフレッシュコーナーに福利厚生の一

環として漫画文庫を設置しようと考えています。

　つきましては、現在読みたい漫画について社員全

員にアンケート調査をするとともに、漫画本の寄贈

をお願いしているところです。

　そのような中、先日ローターアクトとの懇談会で

三又会員の自宅にもたくさんの本があるとお聞きし、

厚かましくお願いしたところ、150冊もの本を今回

提供して頂きました。

　三又会員への感謝を込めて２口申請します。

●石井　雄三会員（２口）

　３年間お世話になりありがとうございました。コ

ロナ禍でしたが、大分の良いところを満喫いたしま

した。

　４月からは大阪本社へ赴任いたします。

　大分ロータリークラブそして皆様のご健勝をお祈

り申しあげます。

●飯田　恭久会員（２口）

　私の父親も長らくお世話になった、伝統ある大分

ＲＣに在籍できた事を大変嬉しく思います。大分在

任中の皆様のご厚情に感謝申し上げると共に、大分

ＲＣの益々のご発展を祈念いたします。本当にあり

がとうございました。　

　

　

■４月14日～16日　地区大会

　14日　ＲＩ会長代理歓迎晩餐会　ホテル日航熊本

　15日　本　会　議　人吉スポーツパレス

　　　　希望交流会  人吉温泉清流山水花あゆの里

　　　　　　　　　　ホテルサン人吉

　16日　ゴルフコンペ　　　球磨カントリー倶楽部

　　　　エクスカーション　人吉近郊

　杉原会長、馬場副会長、山本幹事

　

　

１．ロータリー活動におけるマスク着用について

　　３月13日から、ＲＩ第2720地区においても、マ

スク着用に関して厚生労働省の方針を参考にし

て対応していくことが推奨されます。

　　大分ロータリークラブでも第14回理事会にてア

クリル板の廃止、消毒や体温計測は実施せず、

例会中のマスク着用についても個人判断とする

ことが承認されました。また、メーキャップに

ついても本日、３月14日から例会欠席の場合

は細則に従って例会の前後14日以内に行ってい

ただきますようお願いします。

２．大分城西ロータリークラブより「おおいたアニ

マルミーティング」開催のご案内

　　2023年４月９日にペットマナーや動物愛護・

アニマルウェアフェアなど、身近な動物を取り

巻く現在の問題点を啓蒙するための活動が開催

されます。（パンフレット配布）

３．くにさきロータリークラブ創立40周年記念式典

のご案内

　　日時：2023年６月４日

　　　　　式　　典　13：00～14：30

　　　　　記念講演　14：45～15：45

　　会場：ホテルベイグランド国東

　

　

大分東ＲＣ　菅雅幸会長、安藤暢啓幹事よりお礼の

ご挨拶をいただきました

　

　

●家族旅行のご案内

　　　　　　　クラブ管理運営委員会　小野委員長

　日時　2023年５月14日

　行先　西日本工業倶楽部（旧松本邸）ほか

　※詳細はご案内文書をご覧ください。

　

　

飯田恭久会員、石井雄三会員より退会挨拶をいただ

きました

　

　

“コロナ禍を経たインバウンド観光の再開と大分県

　での高付加価値旅行の取り組み”

　　　　　日本政府観光局　理事　遠藤　克己　氏

１．日本政府観光局（ＪＮＴＯ）とは？

　○1964年に、訪日外国人旅行者の来訪促進のため

に政府により設置された独立行政法人。本部は

東京、世界25都市に事務所を構える。

　○インバウンドマーケティングの調査・戦略策定、

全世界に対する情報発信、旅行会社・航空会社

による訪日商品造成支援、MICE誘致、自治

体・DMO等のインバウンド業務支援・コンサ

ルティングを実施。

２．インバウンド観光の重要性

　　―人口減少・少子高齢化社会の到来

　　　・今後、人口減少が進み、2052年には１億人

程度となる見通し。

　　　・これにより、2050年までに、国内の消費額

が30兆円以上消滅する見込み。

　　　　（１人当たりの年間消費額の平均を130万

円と仮定した場合）

　　―観光産業のインパクト

　　　・世界全体のGDP総額の10％（直接・間

接・誘発的影響を含む）

　　　・10人に１人を雇用

　　　・世界総輸出の７％　1.4兆米ドル

（出典：世界旅行ツーリズム協議会（WTTC)、UNWTO)

　　　・2019年の観光分野の旅行消費額は、27.9兆

円（2020年は11兆円）

　　　・観光は裾野が広い分野。生産波及効果は

55.8兆円、国内総生産の約５％を占める。

　　―訪日外国人観光客による経済効果(2019年)

　　　定住人口1人当たりの消費額

　　　＝国内旅行者（宿泊）　23人分

　　　　　１人１回あたり旅行支出　 55,054円

　　　＝国内旅行者（日帰り）75人分

　　　　　１人１回あたり旅行支出　 17,334円

　　　＝訪日外国人観光客８人分

　　　　　１人１回あたり旅行支出　158,531円

　　　　　（出典：観光庁「観光を取り巻く現状及び課題等について」

　　　　　　　　　令和３年11月25日）

３．インバウンドにおけるこれまでの経緯と最近の

動向

　　―訪日外国人旅行者数の推移

　　　・2003年にVisit Japanを開始し、2019年に

　　　　は過去最高となる3,188万人を記録。

　　　・新型コロナウイルスの感染拡大により2020

　　　　年には412万人、2021年には25万人までに

減少。

　　　・2022年10月に訪日観光が本格再開し、2022

年は12月に1,370,000人が入国するなど、

１～12月で約383万人まで増加。

４．インバウンド観光の可能性と課題

　　―主要国における日本の「観光地」としての人気

　　　旅行・観光競争力ランキングで日本が初めて

首位に

　　　・世界経済フォーラム（WEF）の2021年の

旅行・観光競争力ランキングで日本が初め

て首位

　　　・評価点：ホテルなど観光客向けインフラや

観光資源の豊富さ

　　　　　１位　日本　　　２位　アメリカ

　　　　　３位　スペイン　４位　フランス

　　　　　５位　ドイツ

　　　　　　 （出典：World Economic Forum Travel ＆ Tourism 

　　　　　　　　　  　Development Index 2021）

　　―2023年訪れるべき観光地に選出された地域

　　　「そこでしかできない特別な体験」のある地

域が選出

　　　〇Travel＋Leisure 2023年訪れるべき観光地

　　　　50に京都が選出

　　　　・「コロナ後、祇園祭や京都五山送り火な

どの伝統的なお祭り・イベントなどが再

開」

　　　　・「町屋を改装した旅館、国際的なホテル

グループによる複数のラグジュアリーホ

テルが、京都中心部に新規開業」

　　　〇Conde NAST Traveler 2023年訪れるべき

　観光地23に西日本が選出

　　　　・「仏のラグジュアリークルーズ会社によ

る探検クルーズや、禅をテーマにした

ウェルネスリゾートが新規開業（瀬戸

内)」

　　　　・「世界的な建築家・芸術家による美術館

や、プライベート温泉付きのアートハウ

スの開業（九州)」

　　　〇Lonely Planet 2023年訪れるべき観光地

　　　　（食部門）に福岡が選出

　　　　・「屋台や世界的に有名な博多ラーメン、

もつ鍋、焼酎などの多様な食の魅力」

　　　　・「グルメだけでなく、天神地下街など

ショッピングなども楽しむことができ

る」

　　 〇New York Times 2023年訪れるべき観光地

　　　　52に盛岡・福岡が選出

　　　　・盛岡「見過ごされがちだが、大正時代の

建築物や近代的なホテル、歴史のある旅

館、城跡にある公園なども魅力」

　　　　・福岡「中洲を中心にラーメン、焼き鳥だ

けでなくワイン、コーヒーなど多様な屋

台を楽しむことができる」

　　―インバウンドにおける課題

　　　①都市部と地方部の誘致の差

　　　②訪日旅行消費額の伸び悩み

　　　③環境に優しい観光の実現

　　　④多言語対応

５．コロナ後のインバウンド観光

　①サステナブル・ツーリズム

　　サステナブル・ツーリズムの定義（UNWTO)

　　訪問客、産業、環境、受け入れ地域の需要に適

合しつつ、現在と未来の「環境」「社会文化」

「経済」への影響に十分配慮した観光

　②アドベンチャートラベル

　　「アクティビティ」「自然」「文化体験」のう

ち、最低２つを含む旅行

　③高付加価値旅行

　　１回の旅行で1人100万円以上の着地消費をする

層をターゲットに設定

　　高品質なサービスをベースとしつつ、個別対応

（プライベート)、特別感（エクスクルーシ

ブ）という言葉がキーワードとなっている。

　　富裕層が一般層に比べ顕著に高いのはスポーツ

（アウトドア)、異文化体験、ウェルネスの追

求。

６．別府観光案内所の取り組み

　　・案内所内配布マップの充実（スタッフ作成）

　　・案内所スタッフの多言語化―英語の他、韓国

語、中国語に対応できるスタッフも配置

　　・案内所スタッフ向け大分県の魅力発見研修

　　・コロナ禍の２年間で、大分県内14箇所の市町

村での実地研修を実施。研修後、スタッフに

よるおすすめ情報マップを制作。
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